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長潰病院詰 点 苦 譲（京利州集談合日開2刊 jf91J舎所演）
家族謄：特記スベキモノハナイ。
l!t佐川＇： 生事長問l陽ガ惑ク，］.Ii；前＝－I内部エ前向ヲ来シタコトアルガ，注射ユヨリ数時間後＝－i符退シタ。
現病ffif ：約 1 組問前ヨリ 1i大l胎／前部＝市：引感ヲ~へ， 211前ヨリ趨白部ユ医術ヲ訴へんニ至ツタ久慈
心，雁股，熱忠告事ナク便通モ正常デアル。
現fr:f，ι：傑絡祭養良好。脈ji)j，呼吸， f聖温等凡ペテ正常。
局所々見：鵡診上ーノ、！N常ナク， 鰯診スルユ局所ノ 温度上昇ナタ，腹壁緊政モ殆ン ド殺砂jセラレヌ。 9








金三間寝シテヰルモノ、如l ク， f~I ホ服務前墜ノ一部ユノ、大綱先端ノ ti・イ癒着ガ認メラレ Jレ。其ノ他議様突起，
腸間l民ユノ、修血ナタ~常ヲム：｛！. メナイ。＠.p チ盲腸壁ノ一部ト共＝腿椋ヲ切除シ，断端ノ 2王室縫合ヲ行ヒ，連縦
樫＆皮膚縫合ヲ以テ版際ヲ閉塞シタ。
経過： Jj拍子ヂfilノ、第 lWJ癒合ヲ管ミ術後12日目＝全治退院シタ。
切除標本： 戯様突起ノ ：i~ニ除ノ、義底部ノ『軍機二苛リ完全＝－ r.~n芸サレ， 切除後＝於テモ歳様突起其ノモノハ
7k股様ユ著シ夕暮号満シテl機様白色ヲ帯ピ，指店主ヲカ目へテモ縮小シナイ。太サハ中指大。勿論問診上充血ノ、ナ
タ3 念性炎抗性舞化ハ殆ンドN;'.！， メラレナイ。 Retentio／内谷ノ、友白色ユj例制シタ粘液デアツテp 多数ノ大！場
酋ヲ定明スルガ娘液峡面側＝ノ、険性デアル。組紋率的検査／結果，腫痢ノ、量産液膜下＝出来9硬性織キi(l:Hof1.ヂア
ツテ，識様突起／粘膜ハ殆ンド侵サレスコ叉其ノ媛液膜下＝ノ、淋巴？？ノ呉常指持政ガ花、メラレル。
考察： 以上ノ如ク本例，、品様突超基底部硬性繊維脆ノ管腔閉塞＝1'.({1レ晶様突起 Renlentio
デアツテ，急性炎症性質化ハ極メテ僅微デアル。従ツテ次ノ：事ガ結論サレル。
1) 本例ニ於ケル腰痛ハ念a性炎症性愛化エヨツテ護現シタモノデハナクテ，主ト シテ晶様突
起内腔ノ緊満＝原因スルトコロノ奨液膜ノ異常仲展ニ因Fレモノト考ヘラレル。
2) 畠様突起基底部ノ腫膚ガ極メテ除々＝管腔ヲ閉塞シタタメ，閉塞後既ニ数日ヲ経過シタ
ト考へラレyレニモ拘ラズ，突起共ノモノニハサシタル循環障碍ヲ起スニ至ラズ，急性炎症性健
化ハ極メテ砂イ。
3) 従ツテ，念性轟様突起炎宮芝生ノ第一義的要件ハ轟様突起ノ管腔ノ閉塞デハナクシテ共ノ
循環障碍デアyレ。ソシテ本例ノ如ク管腔ガ完全ニ閉卒サレテモ，サシタFレ循環障碍ヲ績鼓シナ
イ揚合＝ハ先ヅ Retentio トナツテ現ハレルモノデアyレ。
